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■「おぐにの未来を考える会議」第２回開催！

平成２８年１２月２１日（水）に第２回目が開催され
た「おぐにの未来を考える会議」。この会議は、「おぐ
に開発総合センター」の老朽化等による建て替え
計画に伴い、これからの社会や住民ニーズに合っ
た施設にするため、利用者となる住民の皆さんから、
多様な意見をうかがう事を目的として計３回開催予
定です。第２回のは、建て替えが行われるセンター
を会場に行われました。

■「ワークショップ」で意見交換

■模造紙ぐるぐる回覧でシール投票

グループ毎にまとめた模造紙を回覧し、「これ
は欲しいな！」と思う施設や機能について、一
人３つ選びシールで投票を行いました。「どれに
しようかな？」と熱心に吟味しながら、５つの模
造紙すべてにシールが貼られて行きました。
グループ毎に、シールの投票数が多かったも
のは以下の項目でした。

A班・・・①子供の遊び場②温泉③エレベーター/図書館④Wi-Fi
B班・・・①入浴施設/子供が走り回れる広い部屋③バリアフリー/Wi-Fi・PC室/図書館
C班・・・①運動できる部屋（空調付き）/くつろげる場所③パソコン、調べ物ができる部

屋④温泉（サウナ付き）⑤子供が冬でも遊べる場
D班・・・①カフェスペース②子供が遊べる室内施設/温泉④ネットOKな図書スペース

⑤防災施設/文化・コンサートホール
E班・・・①子供のためのスペース/広い温泉③エレベーター④きれいなトイレ⑤休憩

スペース
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■「まなびあテラス」「あゆーむ」に視察へ
第２回の会議が終わり、年明けの1月28日（日）に、会議
委員の有志と事務局で、東根市の「まなびあテラス」と白鷹
市の「あゆーむ」２施設に視察に伺いました。「まなびあテラ
ス」は、図書館、美術館、講座室、喫茶店などがあり、エント
ランスにはくつろぎのスペースが備えられてました。文化ホールや子供が遊べる
施設は他施設が担っているとのこと。「あゆーむ」は、文化ホール、ギャラリー、貸
室などがあり、文化ホールは200人程度が収容可能。ロビーでは町内の子供達
が遊ぶ姿も見受けられました。

10代・・・町の魅力を発信して内外から人々が集まり、交流が生まれる、
活気にあふれたまち

20代・・・働く場や仕事が生まれ、若者がいきいきと暮らすことのできるまち
30代・・・町の魅力を発信しながら様々な年代の交流が活発に行われ、

あらゆる世代にとって暮らしやすいまち
40代・・・自然と共生する価値や、そこに住むことの誇りを大切にするまち
60代・・・若者の定住や、観光・交流を通じて、地域社会の持続が図られるまち

第１回の会議で出された「目指したい町の将来像」。年代別に整理すると以下の
ような傾向が見られました。

全体の傾向としては、①町内の交流と町内外の
交流②若者の仕事づくり、定住③自然との共生が
望まれています。

「目指したい町の将来像」に向かうため、次期総
合センターに必要とな施設や機能について意見交
換。各自付せん1枚に一つの項目を複数枚書き、
グループ毎に模造紙にまとめて行きました。

図書館（まなびあテラス） 美術館（まなびあテラス） 文化ホール（あゆーむ）



 



 

 



順位 A班 B班 C班 D班 E班

誰でも入りやすい入浴施設 運動できる部屋（空調付き） 子どものためのスペース

子どもが走り回れる広い部屋 くつろげる場所 広い温泉

子どもが遊べる室内施設

温泉

エレベータ バリアフリー

Wi-Fi・パソコン室

広い図書館

温泉（サウナ付き）

子どもが冬でも遊べる場

防災施設

文化・コンサートホール

色分け
子ども
温泉
その他レジャー
文化
交流
多目的
図書
情報
設備
その他

休憩スペース

温泉2位

パソコン、調べものできる部屋

－－4位

－

ネットOKな図書スペース

－ －

エレベーター

きれいなトイレ

－

カフェスペース

5位 Wi-Fi － －

1位

3位
図書室

子どもの遊び場


